
 

 

小修繕工事等成績評定要領  
 
（目的）  
第１ この要領は、京都府建設交通部の所管する小修繕工事、道路凍結防止剤散布委託及

び道路除雪作業委託（以下「小修繕工事等」という。）の成績評定（以下「評定」とい
う。）に必要な事項を定め、厳正かつ的確な評定の実施を図り、もって受注者の適正な
選定及び指導育成に資することを目的とする。 

（評定の対象）  
第２ 評定は、建設交通部が所管する小修繕工事等について行うものとする。ただし、契

約担当者が必要ないと認めたときは、この限りではない。  
（評定者）  
第３ 小修繕工事等の評定を行う者（以下「評定者」という。）は、京都府土木工事等検

査規程に定める検査員、総括監督員又は当該小修繕工事等の担当室(課)の長及び主任監
督員とする。  

（評定の方法）  
第４ 評定は、小修繕工事等の契約ごとに行うものとする。ただし、小修繕工事であって、

小修繕工事指示書による契約（以下「指示書」という。）が、二以上ある場合は、全て
の指示書の履行をもって一つの契約とみなす。  

２ 評定は、監督又は検査により確認した事項に基づき、評定者ごとに独立して的確かつ
公正に行うものとする。  

３ 評定は、別記第１号様式の小修繕工事等成績評定表（以下「評定表」という。）によ
って行うものとする。  

（評定表の提出）  
第５ 評定者は、当該小修繕工事等の完成又は完了を確認するための検査完了時に評定を

行うものとする。ただし、契約期間が複数年度にわたる契約にあっては、契約会計年度
の年度末に評定を行うものとする。 

２ 評定者は、評定表を当該小修繕工事等に係る契約事務を担当した組織の長（以下「公
所長等」という。）に提出するものとする。  

（評定の結果の通知）  
第６ 公所長等は、評定表について、当該小修繕工事等の受注者に対して、評定の結果を

別記第２号様式及び別記第３号様式により通知するものとする。  
（評定の修正）  
第７ 公所長等は、評定の結果を通知した後、瑕疵が判明した場合等で評定を修正すべき

と認める場合は、評定を修正し、その結果を当該小修繕工事等の受注者に通知するもの
とする。  

（説明請求）  
第８ 第６又は第７による通知を受けた者は、通知を受けた日から７日（京都府の休日を

定める条例（平成元年京都府条例第４号）第１条に規定する府の休日（以下「休日」と
いう。）を含む。）以内に、書面により、公所長等に対して評定の内容について説明を
求めることができる。  

２ 公所長等は、前項による説明を求められたときは、別記第４号様式により回答するも
のとする。  

（再説明請求等）  
第９ 第８第２項の回答を受けた者は、説明に係る回答を受けた日から７日（休日を含む。）

以内に、書面により、公所長等に対して評定の内容について説明を求めることができる。 
２ 発注機関の長は、前項による説明を求められたときは、別記第５号様式により回答す

るものとする。  
（評定の結果の報告）  
第10 公所長等は、評定の結果について、指導検査課長から依頼があったときは、遅滞な

く報告するものとする。  
 

附 則  
この要領は、平成２５年２月１日から適用する。  



別記第１号様式 小修繕工事等成績評定表（案） 作 成

土木事務所等名

工事番号

当初工期 平成  年  月  日  ～  平成  年  月  日

請負者

職･氏名 印 職･氏名 印 職･氏名 印

項目 細別 ａ b c ａ c a b c

Ⅰ.連絡体制 2.0 0 2.0 1.0 0

Ⅱ.迅速性 2.0 1.0 0 2.0 0 2.0 1.0 0

Ⅰ.安全管理 2.0 1.0 0 2.0 0

Ⅱ.住民対応 2.0 1.0 0 2.0 0

Ⅲ.関係機関対応 2.0 1.0 0

Ⅳ.技術的判断 1.0 0 0 1.0 0

Ⅴ.連絡調整 1.0 0

Ⅵ.工程管理 1.0 0

Ⅶ.機動性 2.0 1.0 0 2.0 0

Ⅷ.資料作成 1.0 0 1.0 0

3.出来ばえ 1.0 0

0.0 点

5.法令遵守等 ※4 0.0 点

点 ② 点 ③ 点

0.0 点 ＝①＋②＋③

6..評定点合計 ※1 0.0 点 ＝６５点＋加減点合計

※1 65点＋加減点合計（1.～5.の評定）＝6.評定点合計とする。 ※4 法令遵守等の評価は、総括監督員が行う。減点評価のみとする

※2 所見は必ず記載する。 ※5 各考査項目ごとの採点は、考査項目一覧表によるものとする

※3 創意工夫等は、企業の工夫やノウハウにより特筆すべき評価内容があった場合に評価する項目である。加点評価のみとする。

平成    年    月    日

工事名

平成  年  月  日  ～  平成  年  月  日 変更工期

業者ｺｰﾄﾞ

考査項目
主任監督員 総括監督員または担当室(課)長 検査員

1.施工体制
1.0 -2.0 -2.0

-2.0

d b d d

1.0 -2.0 -2.0

-2.0 1.0 -2.0

-2.0 1.0 -2.0

-2.0

2.施工管理
-2.0 1.0 -2.0 -2.0

-2.0

-2.0

-2.0 1.0 -2.0

加減点合計(1+2+3+4+5)

-2.0 -2.0

-2.0

4.創意工夫等　（ ０ ～ ３点 ） ※3

加減点計(1+2+3+4+5) 0.0 0.0 0.0

所              見 ※2

主任監督員 総括監督員または担当室(課)職員 検査員



第２号様式 
                                                            第          号 
                                                         平成  年  月    日 
 
   契約の相手方 

所在地 
   商号又は名称                               

     代表者氏名 様 
 
                                               京都府   事務所長  印 
 
 

小 修 繕 工 事 等 成 績 評 定 通 知 書 
 
 
貴社が受注した工事について、小修繕工事等成績評定要領に基づき評定した結果を通知

します。 

  なお、評定の結果に疑問があるときは、当職に対してこの通知を受けた日から７日（休

日を含む）以内に、書面により説明を求めることができます。 

 疑問の旨に対する説明は、書面により郵送回答いたします。 

 なお、説明を求める場合の書面の送付先及び手続き等についての問い合わせ先は下記の

とおりです。 
 
 
 

記 
 
 
１ 工 事 名 
 

２ 工 事 番 号          第      号 

 

３ 工   期    平成  年  月  日～平成  年  月  日 

 

４ 完成検査年月日  平成  年  月  日 

                                        

５ 評 定 点        ○○点 （項目別評定点は、別記第３号様式のとおり） 

 （修正評定点        ○○点 【評定点が修正された場合のみ】） 
 （※評定点は、基準点６５点からの加減点方式により評定しています。） 
  
６ 送付先及び    住所 
    問い合わせ先                  京都府○○土木事務所 
 
 
 



第３号様式

評価項目 細　　別

１．施工体制 Ⅰ．連絡体制  点

Ⅱ．迅速性  点

２．施工管理 Ⅰ．安全管理  点

Ⅱ．住民対応  点

Ⅲ．関係機関対応  点

Ⅳ．技術的判断  点

Ⅴ．連絡調整  点

Ⅵ．工程管理  点

Ⅶ．機動性  点

Ⅷ．資料作成  点

３．出来ばえ  点

４．創意工夫等（加点のみ）  点

５．法令遵守等（減点のみ）  点

加減点合計  点

評定点合計  点

項目別評定点

加減点



第４号様式 
                                                            第          号 
                                                         平成  年  月    日 
 
   契約の相手方 

所在地 
   商号又は名称                               

     代表者氏名 様 
 
                                               京都府   事務所長  印 
 
 

小修繕工事等成績評定に係る説明書（回答） 
 
 
  平成 年 月 日付けで貴社から説明を求められました評定内容について、下記のとお

り回答します。                                  
 本説明書に疑問があるときは、当職に対してその疑問の旨を付して、この書面を受けた

日から起算して７日（「休日」を含む。）以内に書面により、再説明を求めることができ

ます。 
 疑問の旨に対する再説明は、書面により郵送いたします。 
 また、再説明を求める場合の書面の送付先及び手続き等についての問い合わせ先は下記

のとおりです。 
 
 

記 
 
 
１ 工 事 名 
 
 
２ 工 事 番 号          第      号                 
 
                                         
３ 疑問に対する回答 
 
 
４ 送付先及び    住所                            
    問い合わせ先          京都府○○土木事務所 
 
 
 
                                        

                                       
 



第５号様式 
                                                            第          号 
                                                         平成  年  月    日 
 
   契約の相手方 

所在地 
   商号又は名称                               

     代表者氏名 様 
 
                                               京都府   事務所長  印 
 
 
 

小修繕工事等成績評定に係る再説明書（回答） 
 
 
 
  平成 年 月 日付けで貴社から説明を求められました評定内容について、下記のとお

り回答します。                                  
 
 
 

記 
 
 
 
１ 工 事 名 
 
 
２ 工 事 番 号          第      号                 
 
 
３ 疑問に対する回答 



別紙－１① 考査項目一覧表
（主任監督員）

項目 細別
1.施工体制 Ⅱ.迅速性

・現場対応の迅速性
・その他

2.施工管理 Ⅰ.安全管理

・安全対策に対する対応状況
・社内における安全対策の取組状況
・その他

Ⅱ.住民対応

・住民苦情に対する対応状況
・周辺住民への周知に対する対応状況
・その他

Ⅲ.関係機関対応

・関係企業、官公庁との調整状況
・その他

Ⅳ.技術的判断

・施工方法等、各現場における技術的判断の状況
・一般の利用者に対し、配慮した施工状況
・その他

Ⅴ.連絡調整

・監督職員への報告状況
・その他

Ⅵ.工程管理

・指示した期間における対応状況
・時間的制約をうける中での対応状況
・その他

Ⅶ.機動性

・状況に応じた人員配置や施工能力の状況
・状況に応じた臨機の対応状況
・その他

Ⅷ.資料作成

・関係書類の整理及び提出状況
・その他

評価内容
ａ ｂ ｃ ｄ

特に優れている 優れている 適切である 不適切である

ａ ｂ ｃ ｄ
特に優れている 優れている 適切である 不適切である

ａ ｂ ｃ ｄ
特に優れている 優れている 適切である 不適切である

ｂ ｃ ｄ
優れている 適切である 不適切である

ａ ｂ ｃ ｄ
特に優れている 優れている 適切である 不適切である

ｂ ｃ ｄ
優れている 適切である 不適切である

ｂ ｃ ｄ
優れている 適切である 不適切である

ｂ ｃ ｄ
優れている 適切である 不適切である

ａ ｂ ｃ ｄ
特に優れている 優れている 適切である 不適切である



別紙－１② 考査項目一覧表
（総括監督員または担当室(課)長）

項目 細別
1.施工体制 Ⅰ.連絡体制

・緊急連絡時に対する対応状況
・緊急連絡時に対する社内の連絡体制
・その他

Ⅱ.迅速性

・現場対応の迅速性
・その他

2.施工管理 Ⅰ.安全管理

・安全対策に対する対応状況
・社内における安全対策の取組状況
・その他

Ⅱ.住民対応

・住民苦情に対する対応状況
・周辺住民への周知に対する対応状況
・その他

Ⅳ.技術的判断

・施工方法等、各現場における技術的判断の状況
・一般の利用者に対し、配慮した施工状況
・その他

Ⅶ.機動性

・状況に応じた人員配置や施工能力の状況
・状況に応じた臨機の対応状況
・その他

4.創意工夫等

5.法令遵守等

1.指名停止3ヶ月以上
2.指名停止2ヶ月以上、3ヶ月未満
3.指名停止1ヶ月以上、2ヶ月未満
4.指名停止2週間以上、1ヶ月未満
5.文書注意
6.口頭注意

評価内容
ａ ｂ ｃ ｄ

特に優れている 優れている 適切である 不適切である

ａ ｂ ｃ ｄ
特に優れている 優れている 適切である 不適切である

ａ ｂ ｃ ｄ
特に優れている 優れている 適切である 不適切である

ｂ ｃ ｄ
優れている 適切である 不適切である

ａ ｂ ｃ ｄ
特に優れている 優れている 適切である 不適切である

創意工夫等は、企業の工夫やノウハウにより特筆すべき評価内容
があった場合に評価する。加点評価のみとする。評価点は、0～3

措置内容 点数
-20点
-15点
-13点

ａ ｂ ｃ ｄ
特に優れている 優れている 適切である 不適切である

① 本評価項目（5.法令遵守等）で評価する事例は、施工にあたって工
事関係者が下記の適応事例で上表の措置があった場合に適用する。
② 「施工」とは、請負契約書の記載内容（工事名、工期、施工場所
等）を履行することに限定する。
③ 「工事関係者」とは、当該工事現場に従事する現場代理人、監理技
術者、主任技術者、請負会社の現場従事職員及び当該工事にあたって下
請契約し、それを履行するために従事する者に限定する。

-10点
 -8点
 -5点

7.工事関係者事故または公衆災害が発生した
が、ﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰ等軽微なため、口頭注意以上の処
分がなかった場合(不問で処分した案件｡もらい
事故や交通事故は含まない｡）

 -3点



【本評価項目（5.法令順守等）で評価する場合の適応事例】
1.入札前に提出した調査資料などにおいて、虚偽の事実が判明した。

2.承諾なしに権利又は義務を第三者に譲渡又は承継した。

3.使用人に関する労働条件に問題があり送検された。

5.当該工事関係者が贈収賄などにより逮捕又は公訴された。

6.一括下請や技術者の専任違反等の建設業法に違反する事実が判明した。

7.入国管理法に違反する外国人の不法就労者が判明し、送検された。

8.労働基準法に違反する事実が判明し、送検等された。

9.監督又は検査の実施を、不当な圧力をかけるなどにより妨げた。

11.過積載等の道路交通法違反により、逮捕又は送検された。

16.その他

別紙－１③ 考査項目一覧表
（検査員）

項目 細別
1.施工体制 Ⅰ.連絡体制

・緊急連絡時に対する対応状況
・緊急連絡時に対する社内の連絡体制
・その他

Ⅱ.迅速性

・現場対応の迅速性
・その他

2.施工管理 Ⅳ.技術的判断

・施工方法等、各現場における技術的判断の状況
・一般の利用者に対し、配慮した施工状況
・その他

Ⅷ.資料作成

・関係書類の整理及び提出状況
・その他

3.出来ばえ

・仕上がりの状況
・全体的な出来ばえ
・その他

※評価については、考査項目一覧表の内容を参考にして、総合的に判断するものである

4.産業廃棄物処理法に違反する不法投棄、砂利採取法に違反する無許可
採取等の関係法令に違反する事実が判明した。

10.下請代金を期日以内に支払っていない、不当に下請代金の額を減じ
ているなど下請代金支払遅延等防止法第４条に規定する親事業者の遵守
事項に違反する行為がある。

12.受注企業の社員に「指定暴力団」又は「指定暴力団の傘下組織（団
体）」に所属する構成員、準構成員、企業舎弟等の暴力団関係者がいる
ことが判明した。
13.下請に暴力団関係企業が入っていることが判明した。あるいは、
「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第９条に記されて
いる砂利、砂、防音シート、軍手等の物品の納入、土木作業員やガード
マンの受け入れ、土木作業員用の自動販売機の設置等を行っている事実
14.安全管理が不適切であったことから死傷者を生じさせた工事関係者
事故又は重大な損害を与えた公衆損害事故を起こした。

特に優れている 優れている 適切である 不適切である

ａ ｂ ｃ ｄ

15.工事関係車両、建設機械等で不正軽油を使用したことが判明し、地
方税法違反で処分された。

評価内容
ａ ｂ ｃ ｄ

優れている 適切である 不適切である

ｂ ｃ ｄ

特に優れている 優れている 適切である 不適切である

ｂ ｃ ｄ

優れている 適切である 不適切である

優れている 適切である 不適切である

ｂ ｃ ｄ



別紙－２① 
創意工夫等に関する実施状況（小修繕工事等） 

  

 工 事 名   受注者名  

 項  目  評 価 内 容  備    考 

 □創意工夫  □施工関係   施工に伴う器具、工具、装置類の工夫 
  二次製品などの代替製品の利用 
  施工方法の工夫 
  仮設計画の工夫 
  施工管理の工夫 

 □品質関係    品質向上に関する工夫 
   使用材料に関する工夫 

 

 □安全衛生関係   指針に基づく安全衛生教育の実施 
   安全を確保するための仮設等の工夫 
   一般交通の安全確保の工夫 
  作業環境の改善の工夫 
   環境保全の工夫 

 □その他  

 □社会性等 
 
 地域社会や住 

民に対する貢 

献 

 □地域への貢献等   地域の自然環境保全 
  動植物の保護 
  現場環境の地域への調和 
  地域住民とのコミュニケーション 
  ボランティアの実施 
   災害時の積極的な協力 

 
 １．該当する項目の□にレマーク記入。 
 ２．具体的内容の説明として、写真・ポンチ絵等を説明資料に整理。 



別紙－２② 
創意工夫等に関する実施状況（説明資料）小修繕工事等 

  
 工 事 名     ／ 

 項   目   評 価 内 容  

 提 案 内 容  

 （説 明） 

 （添付図） 

 
   説明資料は簡潔に作成するものとし、必要に応じて別葉とする。 
 
 


